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40年後の私、そして日本は?

　｢広
こうほう
報やちよ青

せいしょうねんばん
少年版」は、今

こ と し
年で40年

ね ん め
目（1976

年
ねんけいさいかいし
掲載開始）となります。この節

ふ し め
目にちなんで今

こんかい
回

は、「40年
ね ん ご
後に自

じ ぶ ん
分がどんなことをしているか」と

「日
に ほ ん
本はどうなっているか」ということを想

そうぞう
像して

書
か
いてもらいました。

大
だいがく
学が無

むりょう
料に
【米本小・青

あ お の も え か
野萌香】　40年後の日本

は、少
しょうしこうれいか

子高齢化が進
すす

み、人
じんこう

口が減
へ

る
と思

おも
います。人口の８割

わり
が高齢者

しゃ
に

なり、子
こ

どもの少
すく

ない国
くに

になると思
います。少子高齢化が進むと、老

ろうじん
人

ホームが必
ひつよう

要になり、そうなると人
ひと

が必要となりま
す。しかし、人

ひ と で
手が足

た
りなくなり､ 数

かずすく
少ないこども達

たち

を、将
しょうらい

来に役
や く だ

立つ仕
し ご と

事につかせるため、大学が無料 
になることも考

かんが
えられます。少子高齢化を進めない

ためには､一
ひ と り

人で生
せいかつ

活するのではなく､結
けっこん

婚し､子ども
を生

う
み幸

しあわ
せに生活することが大

たいせつ
切なのだと思います｡

苦
にがて
手を克

こくふく
服し、小

しょうがっこう
学校の先

せんせい
生に

【米本南小・髙
たかさき
﨑桃

も も こ
子】　私の将

しょうらい
来の

夢
ゆめ

は、小学校の先生です。いろんな
子どもたちと出

で あ
会って話

はな
したり、遊

あそ

んだりしたいです。授
じゅぎょう

業も、わかり
やすく教

おし
えて、わからないことが一

ひと

つもないようにしたいです。そのためには、苦手な
水
すいえい

泳も、泳
およ

げるようにしなくてはいけません。がん
ばります。40年後の日本には、さらに高齢者が増え
ていると思います。高齢者が住

す
みやすい環

かんきょう
境にする

ために、自
じどうそうじゅう

動操縦の車
くるま

いす、ナビのように声
こえ

を出
だ

し
ながら誘

ゆうどう
導してくれる杖

つえ
、がんでも治

なお
せる薬

くすり
などが

開
かいはつ

発され、今よりも更
さら

に住みやすく長
な が い

生きできる日
本になっていると思います。未

み ら い
来が楽

たの
しみです。

海
かいがい
外に移

いじゅう
住しみんなと交

こうりゅう
流

【村上中・鹿
か し ま あ や の
島綾乃】　私は40年後、

海外に移住していて、そこにいる子
どもたちに日本の文

ぶ ん か
化や暮らしを教

えていると思います。私もその国の
事
こと

についてたくさん学
まな

んで、その国
にいる日

にほんじん
本人や観

かんこうきゃく
光客に教えていると思います。現

げん

地
ち

の子どもだけではなく、たくさんの方
かたがた

々と交流を
深
ふか

めて、より親
した

しくなっています。40年後の日本は
今よりもさらに少子高齢化が進んでいると思います。
今よりも医療が発

はったつ
達しているので、平

へいきんじゅみょう
均寿命がさら

にのびていると思います。旅
りょこう

行では、宇
うちゅう

宙に行ける
ようになり、身

み ぢ か
近に宇宙を感じていると思います。

精
せいしん か い
神科医か中

ちゅうがっこう
学校の先生に

【大和田中・吉
よしたに
谷碧

あ お い
唯】　40年後には、

今は実
じ つ げ ん ふ か の う

現不可能とされている、テレ
ポートや瞬

しゅんかんいどう
間移動ができる装

そ う ち
置がで

きていると思う。科
かがくぎじゅつ

学技術がもっと
進
し ん ぽ

歩すれば、タイムマシンやひみつ
道
ど う ぐ

具などが現
げんじつ

実になるかもしれない。その頃
こ ろ

私は53
歳
さい

。将来の夢は、精神科医か中学校の先生になるこ
とだから、悩

なや
んでいる人に手を差

さ
し伸

の
べられる人に

なれていたら良
い
いなと思う。先生になったら､ 恩

お ん し
師の

ように生
せ い と

徒によりそえるような先生になっていたい。

夏
なつやす
休みが変わる

【萱田中・田
たがしら
頭京

きょうこ
子】　40年後、日本

は地
ちきゅうおんだんか

球温暖化で夏が長
なが

くなり、夏休
みも長くなっているかもしれません。
気
き お ん

温が高
たか

くなりすぎて学校もエアコ
ンが不

ふ か け つ
可欠になり､ 夏休みがなくなっ

ているかもしれません。そうなれば「夏休みの宿
しゅくだい

題
もなし」となりうれしいです。私に関

かん
しては､ 今習

なら
っ

ているバレエやバイオリンを40年後も楽しめていた
らいいなと思います｡ 苦手な手

しゅげい
芸や料

りょうり
理が得

と く い
意になっ

ているように、これから練
れんしゅう

習したいです。仕
し ご と

事や家
か

族
ぞく

は具
ぐたいてき

体的には全く分
わ

かりませんが､ とにかく健
けんこう

康
で充

じゅうじつ
実した毎

まいにち
日を送れることを願

ねが
っています。

事
じけん
件が減

げんしょう
少するようになる
【八千代中・小

お む ら
村まお】　40年後、日

本は人口が減少していると思う。そ
れを補

おぎな
うように機

き か い か
械化が進み、「ペ

ッパー」のようなロボットがよく見
み

かけられるようになる。その分
ぶんひとこい

人恋
しくなり、周

まわ
りの人や近

きんじょ
所と積

せっきょくてき
極的にコミュニケー

ションをとるようになることで、今よりも事
じ け ん

件が減
少するようになると思う。大

だいじしん
地震については予

よ ち
知で

きる機械が完
かんせい

成し、起
お

きても人
ひとびと

々の生活が守
まも

られる
ような防

ぼうさい
災システムが整

ととの
っている。私はそんな世

よ
の

街
まち
に緑
みどり
が増

ふ
えるといいな
【大和田南小・淺

あさかわ
川瑛

え り
梨】　40年後日

本は今
いま

よりもっときれいになってい
てほしい。平

へ い わ
和で、みんなが気

き も
持ちよ

く暮
く

らせるルールが新
あたら

しくできてい
たり、みんな理

り そ う
想をもっていたりす

る国になっていてほしい。それから、街に緑が増え 
るといいなと思う。今の大

だいとかい
都会は緑が少なくて、も 

っともっと木
き ぎ

々の緑を大切にしてほしい。地
ち ほ う

方の山
やま

奥
おく

などでは人が全
まった

く入
はい

らない、人も全く手をつけない
場
ば し ょ

所があったら、今いる野
やせいどうぶつ

生動物も安
あんしん

心して暮らせ
ると思うし、人

ひとざと
里に来

こ
なくなるかもしれない。

私
わたし
は医

い し
師に、助

じょしゅ
手はロボット

【大和田小・馬
ま ぶ ち
淵璃

り ゆ な
裕奈】　40年後、

私は多
おお

くの命
いのち

を救
すく

う医師となってい
るでしょう。そして、私の隣

となり
には助

手のロボットが忙
いそが

しく働
はたら

いているで
しょう。なぜならロボットは正

せいかく
確

に作
さぎょう

業を行
おこな

うことができるからです。そこで私の病
びょう

　市内の小・中・高校の推薦で、28年度の広報青少年版記者41人が選ばれました。
特集テーマに沿った自分の考え、学校での出来事や話題、新聞やニュースで気に
なることを報告。今年度は、今号、12月１日号、29年２月1日号に掲載します。

28年度の青少年版記者を紹介します

◀
５
月
８
日
に
市
役
所
で
委
嘱
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

大 和 田 小 ６年 馬淵璃裕奈
睦 小 ６年 堀内　咲優
阿 蘇 小 ６年 松尾菜々葉
村 上 小 ６年 西川菜々香
八 千 代 台 小 ６年 田浦　胤李
八千代台西小 ６年 五十嵐勝雅
勝 田 台 小 ６年 窪田　愛子
勝 田 台 南 小 ６年 山中　智陽
米 本 小 ６年 青野　萌香
米 本 南 小 ６年 髙﨑　桃子
西 高 津 小 ６年 太田　桃奈
大 和 田 南 小 ６年 淺川　瑛梨
高 津 小 ６年 味田さゆり
南 高 津 小 ６年 鈴木　啓太
村 上 東 小 ６年 山科　彩葉
大 和 田 西 小 ６年 新 井　　 遥
村 上 北 小 ６年 鈴木れいな
新 木 戸 小 ６年 鈴 木　　 慶
萱 田 小 ６年 野中　美歩
萱 田 南 小 ６年 菊池　祥央
みどりが丘小 ６年 丸山　竜生

八千代台東小 ６年 阿部朱加里
八 千 代 中 ２年 小村　まお
睦 中 ２年 貝沼　もも
阿 蘇 中 ２年 渡邉　由惟
勝 田 台 中 ２年 前之園ひかる
大 和 田 中 ２年 吉谷　碧唯
高 津 中 ２年 花里沙友理
八千代台西中 ２年 瀬川　真幸
村 上 東 中 ２年 吉田　瑞樹
東 高 津 中 ２年 楠川　咲希
村 上 中 ２年 鹿島　綾乃
萱 田 中 ２年 田頭　京子
秀明八千代中 ２年 田村　拓人
八千代松陰中 ２年 愛川　侑生
八 千 代 高 ２年 太田　直紀
八 千 代 東 高 ２年 渡辺　優介
八 千 代 西 高 ２年 松本　龍拓
千 葉 英 和 高 ２年 石川　理央
八千代松陰高 １年 岸原　直輝
秀明八千代高 ２年 藤 本　　 華

院
いん

では、ロボットと私がみごとにコラボした手
しゅじゅつ

術を
行っているかもしれません。ロボットは医

いりょうかい
療界で活

かつ

躍
やく

し､ さらには老人ホームや家
か て い

庭にもいて私たちを
助
たす

ける､ そんな社
しゃかい

会へ変
か

わっていると思います。

中
なか

で楽しくて、幸せで、平和な生活を送
おく

りたい。


